
同和問題について考える
　　～我が国固有の人権問題の解決に向けて～

人権それは愛

　同和問題とは、日本社会の歴史的過程で形作られ
た身分差別によって、一部の人々が長い間、経済的・
社会的・文化的に低い状態に置かれることを強いら
れ、同和地区とよばれる地域の出身であることなど
を理由に、結婚を反対されたり、就職時に差別を受
けたりするなど、基本的人権の侵害に関わる我が国
固有の重大な人権問題です。これらの問題解決を図
るため、国と地方公共団体では昭和44年から33年
間にわたり、地域の改善対策を行ってきました。
　しかし、今でも全国の同和地区の情報をインター
ネット上へ掲載し、差別を助長するような事案や、

同和問題を口実に不当な利益を求める「えせ同和行
為」等の事案が起こっています。これらの行為は、
これまでの同和問題の解決に向けた取組を妨げる決
して許されないものです。
　このような社会情勢を背景に、平成28年12月に
「部落差別の解消の推進に関する法律」が施行され、
地方公共団体では部落差別の解消へ向けて、啓発・
教育事業としてさまざまな取組を行っています。
　私たち一人ひとりが差別のない社会を実現してい
くためには、同和問題を真剣に考え、正しい理解と
認識を深めていく必要があります。

「のりあい交通」
運行中です！！

～ みんなで乗って、育てよう ～

　289日運行し、延べ10,725人（運行1日当たり37.1人）
のかたがご利用になりました。

　のりあい交通は事前登録制の公共交通で、月曜日〜土曜日の
午前8時30分〜午後5時30分で運行しています（利用料金500円、
割引制度あり）。
　また、運転免許証を自主返納すると、5,500円分の回数乗車券
を助成しています。
　市民のどなたでも登録できますので、ぜひ、ご利用ください。

　スマートフォン（Android）、iPhone、パソコンから24時間予約できます。使い方は、とても簡単です!

　登録済みのかたは、予約センターに電話して、「インターネット予約希望」とお伝えください。IDとパスワードを郵便で送付します。
　詳しくは担当までお問い合わせください。

日時・乗車人数を選び検索　　⇒　　候補から選択　　　 ⇒ 　　　予約完了！　※Androidの場合

● 利用登録者数
　�　年間で521人が登録し、平成30年度までの登録者
4,591人と合わせて、5,112人が登録しています。

● 収支状況
　�　運賃収入4,437,200円（A）、国庫補助金5,302,000円
（B）、運行委託費用24,706,662円（C）、市実質負担額
14,967,462円（C-A-B）

● 曜日別、便別利用状況
　�　午前中の利用が多く、特に２便の利用が多くなってい
ます。午後は、比較的空いていますので、お買い物などに
ご利用ください（利用状況は、右表参照）。

令和元年度の実績（概要）

インターネット予約が便利です

表 （人）
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1便（午前8時30分〜） 5.9 5.5 5.8 5.8 5.4 3.6

2便（午前9時30分〜） 5.9 7.3 6.5 6.3 6.5 5.4

3便（午前10時30分〜） 5.3 5.7 5.6 5.4 6.1 5.0

4便（午前11時30分〜） 3.7 4.8 4.2 3.5 3.9 2.6

5便（午後0時30分〜） 3.1 2.9 3.8 2.5 3.5 2.1

6便（午後1時30分〜） 5.0 4.3 5.1 4.0 3.8 2.0

7便（午後2時30分〜） 3.4 3.2 4.6 2.9 4.0 2.3

8便（午後3時30分〜） 4.3 2.8 3.6 2.9 3.7 1.2

9便（午後4時30分〜） 3.7 2.2 2.9 2.0 4.2 1.3
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